
資 料 特殊詐欺の現状と対策について 神 奈 川 県 警 察

１ 特殊詐欺の認知状況

(1) 認知状況の推移

令和６年中、県内の特殊詐欺認知件数は1,999件（前年比－26件）被害額は約65億

5,800万円（前年比＋約19億4,900万円）と認知件数は減少、被害額は増加しています。

(2) 発生している手口の特徴

令和６年中、息子や孫等の親族を装って、金銭等をだ

まし取るオレオレ詐欺と警察官や金融機関職員等を装い、

「あなたの口座が犯罪に利用されている。キャッシュカ

ードの交換手続きが必要。」などと言って、キャッシュ

カードなどをだまし取る「預貯金詐欺」が、特殊詐欺認

知件数全体の約７割を占めています。

２ 固定電話対策

犯人からのだましの電話は、そのほとんどが

自宅の固定電話にかかってくることから、犯行

グループからの電話を直接受けないために、留

守番電話の常時設定や迷惑電話防止機能を有す

る機器の普及促進のほか、ＮＴＴによるナンバ

ーディスプレイ等の無償化サービスの周知、国

際電話番号からの発着信をブロックする国際電

話不取扱受付センターへの申込みを促進するな

どの固定電話対策を推進しています。
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